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NEDOの概要
「エネルギー・地球環境問題の解決」や「産業技術力の強化」実現に向けた技術開発を推進
経済産業行政の一翼を担う、国立研究開発法人。2003年設立。

産学官が有する技術力、研究力を最適に組み合わせ、「リスクが高い革新的な技術開発と実証」を推進し、
成果の社会実装を促進する「イノベーション・アクセラレーター」として、社会課題の解決や市場の創出を目指す。
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NEDOの役割
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イノベーション・アクセラレーターとしてのNEDOの役割
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航空・宇宙部の所管分野

© Realization of Advanced Air Mobility Project 5

航空機

衛星

次世代

空モビリティ

ReAMoプロジェクト



目次

6

1. NEDO概要
2. 次世代空モビリティに関する国内外動向
3. ReAMoプロジェクト概要

© Realization of Advanced Air Mobility Project



7
© Realization of Advanced Air Mobility Project

「次世代空モビリティ」の活用イメージ



8
© Realization of Advanced Air Mobility Project

日本成長戦略における次世代空モビリティの位置づけ

出所： 日本成長戦略会議（第3回)
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/nipponseichosenryaku/kaigi/dai3/gijishidai.html

• 戦略17分野のうち、航空・宇宙分野の中で主要な製品・技術等に位置づけ
• 第3回日本成長戦略会議（2026年3月）にて、官民投資ロードマップ素案公表
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空飛ぶクルマにより新たに生まれるビジネス
空飛ぶクルマの社会実装により、機体・部品の開発・製造（モノづくり）が進むだけではなく、離発着設備の建
設・運営（街づくり）やヒト・モノの輸送サービス、更には保険など、空飛ぶクルマを中心とした幅広いビジネス
が広がることが期待される。
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大阪・関西万博における空飛ぶクルマデモフライト
• 6か月間で3機体 計81フライト実施。長期間にわたる複数機体による一般公開は世界初。

出所： 空の移動革命に向けた官民協議会
https://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk10_000137.html© Realization of Advanced Air Mobility Project



空の移動革命に向けたロードマップの改訂

11出所： 空の移動革命に向けたロードマップ
https://www.meti.go.jp/press/2025/03/20260327005/20260327005-a.pdf

2026年3月27日改訂
• 2020年代後半：国内での商用運航開始時期の明確化
• 2030年代前半：新たな交通管理・遠隔操縦による旅客輸送の導入
• 2030年代後半：自動・自律運航の一部実現
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空飛ぶクルマの運用概念の改訂

12出所： 空の移動革命に向けた官民協議会
https://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk10_000137.html

• 空飛ぶクルマへの参入を検討する業界関係者に必要な情報を共有し、認識の共有を図る
• 機体・地上インフラ・交通管理・主要な課題に関する概要、段階的な導入フェーズ
• 2023年3月第1版、2024年4月 第1版改訂A、2026年3月 第2版
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空飛ぶクルマの社会実装に係る海外動向
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• 米国では、「電動離発着機統合実証プログラム（eIPP）」 全米26州・8件の実証を選定
2026年夏にも運航開始へ

• 中東では、ドバイ国際空港にエアタクシーVertiport完成、2026年末にも商用運航開始へ

© Realization of Advanced Air Mobility Project
出所： Skyports社 Newsroom
https://skyports.net/worlds-first-commercial-vertiport-technical-completion/

出所： FAA Newsroom
https://www.faa.gov/newsroom/eIPP-Announcement-Fact-Sheet.pdf
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標準化機関の関係

© Realization of Advanced Air Mobility Project

• ICAO Advanced Air Mobility Study Groupで将来像を議論する一方、FAAやEASAが標準化機関
の規格を引用しながら法規制・MoCの策定を先行している。

• 標準化はASTMやEUROCAEといった欧米の標準化機関が中心となって推進。
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ICAO: International Civil Aviation Organization 国際民間航空機関
ICAO AAM Symposium 2026 Webサイト
https://www.icao.int/events/second-advanced-air-mobility-symposium-aam-2026

ICAO AAM Symposium 2026
• 2026年12月1日～3日 タイ・バンコクにて第2回開催予定。
• 前回は、AAM(空飛ぶクルマ・ドローン)分野の産業界、学界、政府、国際機関の主要な関係者約1500

名が集まり、多彩なテーマについて討議。（本シンポジウムを通じて、Call for Action が公表。）
NEDOも国交省、経産省と連名でJapanブースを設置。日本の制度整備状況、ReAMo情報を発信。
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Figures of
Realization of 
Advanced Air Mobility Project

Duration

Partners

R&D Items

5 Years 

42  

9

FY2022 to FY2026

Industries, Universities, 
and Institutes

+2 research items

Total Budget
¥15B



ReAMo プロジェクト 概要
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今後の産業拡大を見据え、
(1)試験方法の標準化や産業規格化により、「機体の安全性向上・高性能化」を進め、ドローンの活用の幅を拡大し、空飛

ぶクルマの市場を創造する。
(2)「運航体制の省人化」によって1人の操縦者が複数の機体を操縦できるようにし、ドローン利活用のポテンシャルをさらに

引き出す。
(3)また、空飛ぶクルマが登場することも見据え、ドローンと空飛ぶクルマ、既存航空機が空域を協調し、より安全で効率的な

航行を行うための技術の確立を目指す。
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ReAMo プロジェクト 各項目の関係性
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：委託事業
：調査委託事業
：補助事業
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大阪・関西万博において空飛ぶクルマ運航管理(AATM)、ドローン運航管理(UTM)の
技術実証を実施
• AATM：空飛ぶクルマ機体の動態モニタリング、飛行計画の登録、離着陸場の管理
• UTM：ジオフェンス(飛行不可空間)・ジオケージ(飛行計画された空間)の設定、

ドローン・有人機の動態モニタリング

出所：NEC、大阪・関西万博でデモフライト中の空飛ぶクルマにおいて、
国内で初めて運航管理サービスの検証を開始 (2025年8月1日）
https://jpn.nec.com/press/202508/20250801_03.html

出所：大阪・関西万博にて、ドローンや空飛ぶクルマの運航状況を把握するための
運航管理システムを試験提供 (2025年9月24日）
https://intent-exchange.com/news/20250924

(主要成果)大阪・関西万博での実証



ReAMo プロジェクト ホームページ
ReAMoプロジェクトにおける各事業の概要、成果を広く一般に知っていただくことを目的に公開
事業を進めていく中で、一般公開できる情報を、積極的に掲載
想定するHPの訪問者
- ReAMo関係者

- 空モビリティ事業関係者

- 空モビリティに興味のある一般の方

予定している公開情報
- シンポジウムの開催案内、資料、動画

- 欧米等の規制・標準化の動向

- 研究成果等の論文や新聞等への記事掲載状況

- 意見交換会等、各種PJ内活動の開催案内

- 動画等のコンテンツ公開

- 実証実験の実施状況 など
21URL https://reamo.nedo.go.jp/© Realization of Advanced Air Mobility Project



国内外への情報発信
(講演依頼お待ちしております！)
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ロボット・航空宇宙
フェスタふくしま
(24,25/11郡山市)

第63回飛行機シンポジウム
(25/10那覇市)

EXPO伊パビリオン
国際フォーラム

(25/5大阪市)
Japan Drone in関西

(24/12, 25/11 大阪市)

AAM Asia Symposium
(25/9 常滑市)

第4回ドローンサミット
(25/9名古屋市)

K-UAM Confex
(24/10韓国)

Intertraffic Amsterdam
(23/3,24/4,26/3オランダ)

ICAO AAM Symposium
(24/9カナダ)

SESAR-NEDO Workshop
(25/1 スペイン)

JapanDrone (24,25/6千葉市)
フライングカーテクノロジー (24,25/10 江東区)
Digital Nation Summit Tokyo (26/4 港区)

22
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事業領域内外外のAAM研究開発の
動向・内容を広く知る

既存事業者
国やNEDOがAAMに注力中であること

を知る（新規参入の期待）

一般(潜在)事業者

新たな価値（事業アイディア等）や相乗効果の創出、
研究開発の更なる進展

（さいごに）本シンポジウムを通じて

ReAMoの取り組み内容や成果・実績をお伝えする（可視化、認知）

ご意見、ご質問、関心の取り込み
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なにか不明点ありましたら、遠慮無くお問合せください。
ReAMoチーム< nedo_aam@ml.nedo.go.jp >

URL https://reamo.nedo.go.jp/


